
14 15

大賞部門

1

　下町惣門会の活動拠点は、江戸時代に栄えた参勤
交代路の豊前街道と米の水運拠点であった菊池川の
船着場が交差する熊本県山鹿市下町です。菊池川河
川事務所が「山鹿地区かわまち環境整備事業」により
整備した堤防、山鹿市による「街なみ環境整備事業」
にて整備した豊前街道、現在も継続されている「山鹿
市まちなみ整備事業」は歴史的景観を確保しながら
市街地の活性化を促しています。それらの社会資本
は、江戸時代に参勤交代の宿場町として栄えた時の

～永遠に続くストーリー～

米米惣門ツアーの様子 実際に触れてもらい実演を交えて紹介 身振り手振りでコミュニケーション

下町のまちなみ 船着場整備 「米米惣門ツアー」マップ

小学生の社会見学の様子

　ツアー参加者数は、令和元年１２月～令和５年４月
までの間、新型コロナウイルス感染症の影響もあり
低迷しましたが、昨年秋より徐々に回復し、現在は
予約が増加傾向です。小学生の社会見学や高校生
が行う観光商業の研究、JA等の企業研修にも活用
され、歴史的市街地づくり、地域活性化をテーマと
した行政や各団体から視察を受けております。

まちなみを再現しており、観光資源として観光客にも
地域住民にも広く利活用されています。下町惣門会
は、周辺の八千代座やさくら湯、山鹿灯籠民芸館とも
連携し山鹿の魅力を伝えています。

米米惣門ツアー 

社会資本の概要1

　平成１２年に開始した「米米惣門ツアー」。菊池川
の水運による米の集散地として発展したことから、
「米」をキーワードとして酒蔵、麹屋、寺院等を案
内し、米せんべい作りを体験するツアーです。
　山鹿もインバウンドの対応に迫られ、通訳だけで
は下町惣門会の個性が発揮できないと考え、外国
人観光客に身振り手振りでコミュニケーションを図

り実演を交えて紹介しています。言語も文化も異な
る外国人に感動を伝える努力をした結果、言葉に頼
らないガイドが実現しました。またバリアフリーにも
取組み、足の不自由な人のために車いすを確保し、
目の不自由な人には触って聞いてもらい、耳の不自
由な人には見て楽しませる方法を研究しています。

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

3活動の成果や波及効果等

　新しい若手メンバーが増え、創設メンバーからノ
ウハウを教わりガイドとして活躍しています。知識だ
けではなく、「自分たちでこの街を紹介しよう、観光
客をもてなそう」という下町惣門会の伝統精神、そ
れをも受け継いでいます。今後、台湾との交流の増
加が期待される中、多言語パンフレットを作成した
りとインバウンド対応の準備を進めています。

4前回受賞時からの活動の発展内容

下町惣門会／
九州地方整備局 菊池川河川事務所／山鹿市 熊本県 山鹿市

　米米惣門ツアーを始めたころ、「山鹿の魅力を自
分たちの声と言葉で伝えたい。来てくれた人をもて
なしたい」という一心で山鹿の歴史を必死で勉強し
ガイドの練習に励みました。あれから23年、楽しそう
な国内外の観光客の姿を数多く見ることができまし
た。その喜びに加え、大賞部門受賞は、下町惣門会
一同、名誉なことであると思っております。

コメント

● 豊前街道でのまち歩きツアー
●店主たちがガイドを務め、ツアーの途中でガイドが
変わるリレー方式で行う

●酒づくり、麹づくりの見学場として公開されてい
る。米せんべい作りも体験できて、歴史的建物があ
る寺院を案内するといったメニュー

活動の内容

活動の経歴
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下町惣門会

井口 圭祐

平成１９年　九州よかとこ案内人大賞受賞
                      美しいまちなみ大賞受賞
平成２６年　手づくり郷土賞一般部門受賞
令和   ３年　道守くまもと会議表彰
令和   ５年　九州地方整備局国土交通行政功労表彰
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